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問ひた暮らし推進室移住促進係☎㉒８３８３（市役所６階）

特集　帰ってきない、暮らしてみない

始めてよかった“ひた暮らし”
11

と
妻
の
父
母
と
一
緒
に
中
津
江
村
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。そ
ん
な
鷹
野
さ
ん
家
族
の「
ひ
た

暮
ら
し
」を
紹
介
し
ま
す
。

移
住
し
た
き
っ
か
け

私
は
生
ま
れ
育
っ
た
沖
縄
県
を
出
て
、大
分
市

に
住
ん
で
い
た
と
き
に
中
津
江
村
出
身
の
妻

と
出
会
い
ま
し
た
。
妻
の
実
家
は
タ
ク
シ
ー
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
、市
営
バ
ス
を
運
行
す
る

会
社
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、社
長
で
あ
る

義
父
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と
、そ
の
後
継
者

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、ま
た
妻
の
妊
娠
が
分
か
っ

た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
、妻
か
ら
の
要
望
で
４

年
前
に
移
住
し
ま
し
た
。
結
婚
前
か
ら
、「
ゆ

く
ゆ
く
は
中
津
江
村
に
帰
ろ
う
」と
2
人
で
話

し
て
い
た
の
で
、私
は
一
つ
返
事
で「
い
い
よ
！
」

と
す
ぐ
に
引
越
し
を
決
め
ま
し
た
。
地
元
の

皆
さ
ん
は
、引
っ
越
し
前
か
ら
私
を
知
っ
て
く

れ
て
い
て
、「
あ
ん
た
が
末
久
さ
ん（
妻
の
実

家
）と
こ
の
若
大
将
ね
！
」と
た
く
さ
ん
声
を

掛
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

活
用
し
た
支
援

移
住
し
て
き
た
当
時
、「
移
住
奨
励
金
」と
い

う
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、ひ
た
暮
ら
し
推

進
室
に
相
談
に
行
き
ま
し
た
。
職
員
の
人
に

成
30
年
に
大
分
市
か
ら
移
住
し
た
鷹

野
さ
ん
夫
婦
。
今
は
、２
人
の
子
供

　移住支援策を活用した県外からの移住者数が、大分県内で６年連続第１位の日田市。
　今号の特集では、移住者から見た日田の魅力やひた暮らしについて聞きました。

平

左から、鷹野 稔ちゃん、恵祐さん、麻里奈さん、祥大ちゃん、季久美さん
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丁
寧
に
説
明
し
て
も
ら
い
、受
け
取
る
こ
と
が

で
き
、助
か
り
ま
し
た
。ま
た
、
N
P
O
法

人
リ
エ
ラ
か
ら
誘
わ
れ
て
参
加
し
た「
移
住
者

交
流
会
」で
は
、他
の
移
住
者
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
、つ
な
が
り
が
で
き
た
の
で
、本
当

に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。
屋
形
船
の
上
で

の
ご
飯
に
は
、子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

日
田
の
暮
ら
し

今
は
、妻
の
実
家
が
経
営
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

会
社
と
商
店
の
一
員
と
し
て
、ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
や
地
域
イ
ベン
ト
へ
の
出
店
等
、い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
意
欲
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。ま

た
、コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
交
流
の
場
が
減
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、食
堂
を
開
い
た
り
、金
曜
日

は
焼
き
鳥
屋
さ
ん
を
開
い
た
り
し
て
、地
域
の

憩
い
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
移
住
し
て
き

た
当
初
は
、方
言
が
全
く
分
か
ら
ず
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
に
苦
労
し
ま
し
た
。
移
住
し
て

５
年
目
の
今
は
、日
田
弁
で
バ
リ
バ
リ
話
し
て

い
ま
す（
笑
）。ま
た
、日
田
は
や
っぱ
り
暑
い
！

盆
地
特
有
の
気
候
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

地
域
の
つ
な
が
り

地
域
の
人
が
本
当
に
優
し
く
て
、た
く
さ
ん
話

し
掛
け
て
く
れ
ま
す
。
地
域
の
人
が
子
供
を

見
て
く
れ
て
い
る
間
に
、食
堂
の
片
付
け
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
地
域
で
子
育
て
を

し
て
も
ら
って
い
る
よ
う
で
と
て
も
助
か
って
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
の
び
の
び

と
生
活
が
送
れ
、様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
の
で
、と
て
も
楽
し
い
で
す
。

移
住
を
考
え
て
い
る
人
に
ア
ド
バ
イ
ス

日
田
は
移
住
に
対
す
る
支
援
が
充
実
し
て
い

ま
す
。
私
は「
も
っと
早
く
知
って
お
け
ば
よ
かっ

た
」と
思
っ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
…
。そ
の
た

め
、移
住
前
に
ど
ん
な
支
援
が
あ
る
か
チ
ェッ

ク
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。そ
れ
か
ら
、

住
民
自
治
組
織
や
公
民
館
活
動
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
も
大
切
。
人
と
の
つ
な
が

り
は
移
住
の
醍
醐
味
で
す
よ
。

hitagurashi
- interview -
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結
婚
を
機
に
長
崎
県
平
戸
市
か
ら
移
住
し
た

谷
口
ゆ
か
り
さ
ん
。
今
は
、夫
と
３
人
の
子
供

の
５
人
家
族
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
谷

口
さ
ん
家
族
の「
ひ
た
暮
ら
し
」を
紹
介
し
ま
す
。

日
田
の
暮
ら
し

も
と
も
と
都
会
や
人
が
多
い
場
所
が
苦
手
な

の
で
、日
田
は
住
む
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
ま
ち
。

今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、ス
ー
パ
ー
や
フ
ァ
ミ

レ
ス
、子
供
用
品
店
な
ど
が
近
い
距
離
に
あ
っ

て
、暮
ら
し
や
す
い
で
す
。
毎
年
夏
は
上
津

素
敵
な
出
会
い

　
　
　
日
田
に
来
て
よ
か
っ
た

江
町
に
あ
る
道
の
駅（
せ
せ
ら
ぎ
郷
か
み
つ
え
）

に
家
族
み
ん
な
で
遊
び
に
行
く
の
が
好
き
で
、

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
色
を
し
た
き
れ
い
な

川
に
と
て
も
癒
さ
れ
ま
す
。ま
た
、日
田
で
暮

ら
し
始
め
た
と
き
は
、方
言
の
強
さ
に
驚
き
ま

し
た
。
普
通
の
会
話
で
も「
け
ん
か
し
て

る
？
」
っ
て
思
う
ほ
ど（
笑
）。
今
は
、方
言

に
も
慣
れ
て
す
っか
り
日
田
の
人
間
で
す
。

地
域
の
つ
な
が
り

日
田
は
祭
り
や
イ
ベン
ト
が
多
く
、ま
ち
が
明

る
く
て
地
域
の
つ
な
が
り
が
築
き
や
す
い
で
す
。

私
自
身
、フ
ェ
ル
ト
作
家
を
し
て
い
る
の
で
、

駅
前
の
マ
ル
シ
ェ
や
出
張
イ
ベン
ト
で
出
店
す

る
機
会
が
あ
る
の
で
す
が
、出
店
者
同
士
で

話
し
た
り
、マ
マ
友
が
で
き
た
り
と
、地
域
の

人
と
の
交
流
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
近
所
の

人
た
ち
も
本
当
に
優
し
く
て
、子
供
た
ち
の
こ

と
を
と
て
も
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
る
の
で
、安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
ま
す
。
以
前
参
加
し

た
移
住
者
交
流
会
で
は
、子
供
た
ち
も
友
達

が
で
き
て
す
ご
く
う
れ
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
子
供
た
ち

の
夏
の
思
い
出
に
な
っ
た
し
、私
も
人
と
の
つ

な
が
り
が
で
き
て
、良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
イ
ベン
ト
が
あ
れ
ば
是
非
、

参
加
し
た
い
で
す
。

移
住
を
考
え
て
い
る
人
に
ア
ド
バ
イ
ス

日
田
は
、ま
ず
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

な
ど
子
育
て
面
の
支
援
が
整
っ
て
い
ま
す
。
児

童
館
は
子
供
が
自
由
に
遊
べ
る
し
、マ
マ
友
の

つ
な
が
り
が
で
き
て
仲
良
く
な
れ
る
か
ら
、私

も
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
は
、移
住
の
支

援
も
手
厚
く
、「
移
住
奨
励
品
」ま
で
も
ら
え

ま
す
。
移
住
を
考
え
て
い
る
人
は
、是
非
、「
ひ

た
暮
ら
し
」に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

右から、谷口ゆかりさん、陽依菜ちゃん、
彩葉ちゃん、結仁ちゃん
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check!　今年は下記の日程で開催します
10月15日㈯・16日㈰　日田市企業合同就職説明
会とコラボした「移住体験ツアー」を開催し
ます。申込方法等詳細は市ホームページ
（右記二次元コード）でお知らせします。

日田市では、様々な移住支援制度が充実しています。
Uターンを検討している人や、日田に転入を考えてい
る人、親族がいたら、是非、制度のことを教えてあげ
てください。

ひた暮らしのQ＆A
hitagurashi

移住・定住化に
向けた支援制度

高

木 保さん・ひとみさん夫婦

利用登録申請・利用の流れ  ▶▶▶▶▶

移住イベントにご参加ください

日田の移住情報はどこで手に入りますか

市では、毎年、ひた暮らしを体験してもらう「移住体験
ツアー」を行っています。また、大分県主催のおおいた
暮らし塾in東京・大阪・福岡では月1回、対面・オ
ンラインで個別移住相談を行っています。移住に関す
る最新情報が満載ですので、是非、ご参加ください。

Question

Answer

空き家バンクがあります

空き家を売りたい（買いたい）けどどうしたらよいですか

日田市は空き家の利活用を促進するため、空き家の
所有者と買い手（借り手）をつなぐ役割を担っていま
す。空き家バンク物件を買いたい人、借りたい人は利
用者登録が必要です。詳細は、上記までお気軽にご
相談ください。

check!
日田市外から移住した世帯が5年以上の定住を目的
として、空き家バンク物件を購入又は賃貸
した場合の補助があります。

Question

Answer

移住奨励品の進呈や移住者交流会を行っています

移住後はどんな支援がありますか

日田市に定住の意思をもって転入した人には、日田
玖珠地域産業振興センターで使える1万円分の商品
券をプレゼントします！
また、移住者交流会を開催し、移住者同士や地域の
人とのつながりをつくる場を設けています。

Question

Answer

移住者交流会参加者の声
令和４年の８月に移住者交流会に
参加しました。いろいろな人たちとお話して、知り合う
ことができ、とっても楽しい時間でした。移住してきた
人は交流会に参加することをおすすめします♪

問ひた暮らし推進室移住促進係☎㉒８３８３（市役所６階）
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第75回

大分県民スポーツ大会
　９月10日・11日の２日間を主日程として、久大ブ
ロック（日田市・九重町・玖珠町）を中心に、第75
回大分県民スポーツ大会が開催されました。
　日田市から32競技42種目526人の選手・役員
が参加。選手は各地で熱戦を繰り広げ、郡市対抗
別総合５位の成績を収めました。

【総合開会式（日田市総合体育館）】

大会スローガン被採用者表彰

選手宣誓 平島 昇 氏

40回表彰 吉田憲二郎 氏

　主な結果
【優勝】剣道、カヌー
【２位】 バドミントン、バレーボール、アーチェリー、
　　　 ウエイトリフティング

【３位】 陸上、テニス

7　　広報ひた 2022.10.１
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▶助成額
 1,000 円（インフルエンザ予防接種に係る費用を医
療機関に支払った場合）

▶ 助成回数　１人につき１年度内に１回
▶助成対象の接種期限

令和５年1月31日㈫
▶申請受付期限　令和５年４月 28 日㈮
▶ 申請場所

健康保険課（市役所１階）、各振興局・振興センター
▶ 持参するもの

 世帯主の口座番号を確認できるもの、国民健康保険
証、領収書

※ 領収書には、接種した全ての人の氏名、接種した日、
インフルエンザ予防接種を受けたことが明記されてい
ることが必要です。

問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

65歳未満の
日田市国民健康保険加入者へ

予防接種を
受けましょう

高齢者・子供のインフルエンザ
高齢者肺炎球菌

問健康保険課保健医療係☎㉒８３７０（市役所３階）
※ 実施医療機関は左ページの一覧表をご覧ください。接種

は全て、各医療機関での個別接種となります。

　インフルエンザの予防接種を受けておくと、インフルエンザにかかりにくくなり、かかった場合も症状の重症化を抑えることが
できます。体調の良い時期に、早めに予防接種を受けましょう。

インフルエンザ予防接種費用を一部助成します

▶ 助成額
１回あたり1,000円
▶ 助成回数（期間内）

 生後６か月～小学６年生までは１人２回、中学生は１人
１回
▶助成対象の接種期限

令和５年1月31日㈫
▶助成方法

上記助成額を差し引いた費用を医療機関に支払う
※接種費用は医療機関によって異なります。
▶持参するもの
①予診票（医療機関に備付けの指定予診票）
②母子健康手帳
③住所、氏名、年齢を確認できるもの（健康保険証等）
※今年度から、対象者を中学生まで拡大しています。

問健康保険課保健医療係☎㉒８３７０（市役所３階）

�市内に住民登録をしている生後６か月～令和４
年度中に15歳となる人（中学３年生）へ

高齢者インフルエンザ予防接種
▶�対象者

 市内に住民登録をしている人で、接種日時点で次の
①又は②に該当する人

①65歳以上の人
② 60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能

障害又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障
害がある人（身体障害者障害程度等級表の１級相当）

▶ 自己負担額
 1,550円（予防接種を安全に接種できるかを判定す
る診察のみの場合は、980円）
▶接種期限

令和５年1月31日㈫
▶持参するもの
・住所、氏名、年齢を確認できるもの（健康保険証等）
・身体障害者手帳など（対象者の②に該当する人）

次の人は、接種時に証明書を医療機関に提示すると無
料です。
・生活保護を受けている人
【証明書の種類】
保護証明書（社会福祉課窓口で申請し、取得）又は診
療依頼証

・令和４年度市県民税非課税世帯の人
【証明書の種類】
後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定
証、介護保険負担限度額認定証
※ 上記をお持ちでない人は、市県民税非課税証明書（税

務課窓口で申請し、取得）。
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※予防接種を受ける際は、各医療機関へ事前に連絡してください。
※ 大分県外の医療機関（一覧表に記載している県外の医療機関を除く）で高齢者インフルエンザ及び肺炎球菌の予防接種を

受けたい人は、個別の手続が必要となりますので、健康保険課保健医療係（☎㉒８３７０）に連絡してください。

医療機関名 所在地 TEL 肺 高 子
秋吉病院 豆田町 23-0808 ○ ○ 小
麻生小児科医院 淡窓２丁目 24-2323 ○ ○ ○
池田医院 丸の内町 22-3432 ○ ○ ×
石井産婦人科 豆田町 23-4153 ○ ○ 小
井上鶴川堂 大鶴本町 28-2202 ○ ○ ○
井上内科 田島本町 22-4700 ○ 〇 〇
岩尾整形外科病院 玉川町 22-7131 ○ ○ ×
岩尾病院 淡窓２丁目 22-6161 ○ ○ 中
大分県済生会日田病院 清水町 24-1100 ○ ○ ○
大分友愛病院 上野町 23-5151 ○ ○ ×
大河原病院 隈２丁目 22-3131 ○ ○ 小
奥平医院 中津江村栃野 54-3021 ○ ○ ○
亀山皮膚科医院 中央２丁目 24-0369 ○ ○ 小
河津内科呼吸器科 石井町２丁目 23-8123 ○ 小 〇
隈診療所 隈１丁目 22-0033 ○ ○ 小
桂林病院 城町１丁目 22-1231 ○ ○ 小
功能整形外科医院 本町 24-7771 ○ ○ ○
こじかこどもクリニック 清岸寺町 28-8771 × × ○
五反田病院 若宮町 23-8386 ○ ○ ○
佐藤内科医院 田島１丁目 22-1170 ○ ○ ×
下飛田小児科 中央１丁目 24-1148 ○ ○ ○
城谷病院 元町 23-6115 ○ ○ ×
聖陵岩里病院 銭渕町 22-1600 ○ ○ 中
聖陵花月クリニック 清水町 27-5050 〇 〇 小
膳所医院 本町 22-3292 〇 〇 〇

医療機関名 所在地 TEL 肺 高 子
寺尾こころクリニック 元町 28-6177 × ○ ×
新関内科医院 田島２丁目 24-3355 ○ ○ 小
原病院 三本松２丁目 22-7151 ○ ○ ×
日田市立上津江診療所 上津江町川原 54-3001 ○ ○ ○
日田市立東渓診療所 天瀬町合田 57-2500 ○ ○ ○
日田中央病院 淡窓２丁目 23-3181 ○ ○ ×
日田リハビリテ-ション病院 上手町 23-8889 ○ ○ ○
日野内科 天神町 23-6009 ○ ○ 小
福田医院 清岸寺町 22-1648 ○ ○ 中
福田内科クリニック 大宮町 25-5188 ○ ○ ☆
堀田クリニック 新治町 22-2662 ○ ○ ○
松浦クリニック 中央１丁目 24-4155 ○ ○ ×
宮原レディースクリニック 玉川町 24-3584 × ○ ×
みよしクリニック 三芳小渕町 24-1515 〇 〇 ○
若宮病院 南元町 22-7171 ○ ○ ×
渡辺医院 大山町西大山 52-2017 ○ ○ 小
重松医院 朝倉市杷木 0946-62-0721 × 〇 ×
田辺医院 朝倉市杷木 0946-62-0061 ○ ○ ×
森山内科 朝倉市杷木 0946-62-0111 ○ ○ ×
山鹿医院 朝倉市杷木 0946-62-0501 ○ ○ ×
和田外科医院 朝倉市杷木 0946-62-0676 ○ ○ ×
上田内科胃腸科医院 うきは市浮羽 0943-77-3588 ○ ○ ×
筑後川温泉病院 うきは市浮羽 0943-77-7251 × ○ ×
平田外科診療所 うきは市吉井 0943-75-2065 × ○ ×
小国公立病院 小国町宮原 0967-46-3111 × ○ ×

高齢者肺炎球菌、高齢者インフルエンザ・子供インフルエンザの実施医療機関
肺 …高齢者肺炎球菌　　高 …高齢者インフルエンザ　　子 …子供インフルエンザ

高齢者肺炎球菌予防接種
　この予防接種は、生涯で１回のみの定期予防接種です。
対象となる人は、今回の機会を逃すと今後は定期予防接種
の対象とはなりませんので、ご注意ください。
▶�対象者　市内に住民登録をしている人で、次の①又は

②に該当する人
①  令和４年度に次の年齢となる人

 65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、
100歳（対象者には、４月６日付けで個別に通知文書を
送付しています）

② 60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能障
害又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害があ
る人（身体障害者障害程度等級表の１級相当）

※既にこの予防接種を受けたことがある人は対象外です。

▶�自己負担額　2,430円（予防接種を安全に接種できる
かを判定する診察のみの場合は、980円）
▶接種期限　令和5年３月31日㈮
▶持参するもの
・個別通知に同封した予診票
・住所、氏名、年齢を確認できるもの（健康保険証等）
・身体障害者手帳等
※ 対象者で生活保護を受けている人、又は令和４年度市

県民税非課税世帯の人は、接種時に証明書を医療機関
に提示すると無料です。証明書の種類は、右ページの高
齢者インフルエンザ予防接種欄の内容と同様です。

※ 県外で接種を希望する人は、個別の手続が必要となりま
すので、事前にお問い合わせください。

小…小学生以上　中…中学生のみ
☆…２歳以上
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新型コロナウイルスワクチン接種情報㉓ 接種
無料

▲ 日田市のワクチン
接種情報はこちら

【小児接種】
５～11歳で1・2回目がお済みでない人

　小児が感染した場合でも、中等症や重症例が確認され
ることがあります。是非、ワクチン接種をご検討ください。
　なお、接種を希望する人は、引き続き上記の医療機関
又は上記日程の小児の日曜接種で予約できます。予約
の際は、接種券番号が記載されている「新型コロナウイル
スワクチン予防接種済証」をお手元にご準備ください。
▶予約方法　
・上記の医療機関での接種を希望する人
　→直接、各医療機関に問合せ
・上記日程の日曜接種（小児）での接種を希望する人
　→下記に問合せ
※ 接種券を紛失した場合は再発行ができますので、下記

にご連絡ください。

【初回接種（1・2回目）】12歳以上対象の新ワクチン
武田社ワクチン（ノババックス）の接種が始まります

　武田社ワクチン(ノババックス）は新たに国内で承認さ
れた組換えタンパクワクチンです。組換えタンパクワクチン
は、他のワクチンでも使用実績があります。
　まだ1・2回目の接種がお済みでない人は、この機会に
接種をご検討ください。
▶対象
　初回接種（1・2回目接種）が未接種の人
※原則、2回目も本ワクチンを接種してください。
▶予約方法
　 手元に接種券をご準備の上、下記に問合せ

▶対象　２回目接種から５か月以上が経過した５～11歳の人
▶ワクチンの種類　小児用ファイザー社ワクチン（５～11歳）　※左記以外のワクチン接種はできません。
▶接種券の発送　接種対象となる時期に順次、発送　※同封している案内をご確認ください。
▶予約方法　接種券が届き次第、申込み
【市内医療機関で予約する場合】　下記の医療機関に直接予約

※接種を行う日時が変更になる場合がありますので、各医療機関にご確認ください。
【市会場で予約する場合（小児の日曜接種）】
■とき　11月６日㈰、27日㈰　午前９時～11時30分
■ところ　市役所７階　大会議室
■募集数　180人／日
■予約方法　接種専用予約サイト（右記二次元コード）又は下記に電話で申込み
　接種専用予約電話☎050-5526-2469（受付時間：午前９時～午後５時まで〈土・日曜日、祝日を除く〉）
■予約開始日　10月13日㈭　午前９時

医療機関 接種条件等 所在地 電話番号
麻生小児科医院 土曜日（午後1時30分～4時） 淡窓２丁目 24-2323

こじかこどもクリニック 土曜日（午後1時～3時） 清岸寺町 28-8771
下飛田小児科 金曜日（午前11時～正午） 中央１丁目 24-1148

宮原レディースクリニック 土曜日（午前11時～正午） 玉川町 24-３５８４
みよしクリニック 水曜日（午後3時30分～） 三芳小渕町 24-1515

【小児接種】５～11歳対象の３回目接種が始まります

▼小児（５～11歳）のワクチン接種を実施する医療機関

問新型コロナウイルス関連相談総合窓口☎㉒８２４３・㉒８２８１（市役所３階）

オミクロン株対応ワクチンの接種が始まります

　初回接種（1・2回目接種）が完了した12歳以上の人を対象に、オミクロン株対応ワクチンの接種が始まります。９月15日
時点で３～４回目がお済みでない人で、接種券が手元に届いている人（すでに接種ができる人）に案内を発送しています。接
種を希望する人は、手元に届いた案内をご確認の上、予約してください。なお、５回目の接種は4回目の接種日から５か月（接
種間隔が短縮される場合があります）が経過する頃に接種ができるように準備をしています。接種には必ず接種券が必要です。
手元にある接種券（３～４回目）がそのまま使用できますので、事前にご準備ください。

　９月６日から５～11歳対象のファイザー社製ワクチンでの3回目接種が開始され、小児接種が努力義務となりました。対象
者や接種会場・予約方法等は、下記のとおりです。
※接種券は、２回目接種まで完了している人に順次発送していますので、同封している案内をご確認ください。
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問日田まつり振興会（観光課内）☎㉒８２１０ ℻㉒８３２８ 🅼🅼 kanko@city.hita.lg.jp（市役所３階）

第43回日田天領まつり参加者大募集！
11月12日㈯・13日㈰

▶申込方法
　 申込書に必要事項を記入の上、日田まつり振興会事務

局（市役所3階）に提出
※ 申込書は市ホームページ（下記二次元コード）から入手

できます。
▶申込期限　10月14日㈮　午後５時（必着）
※アルコールの提供は禁止します。

天領まつりボランティア
イベントの案内、運営等に関するボランティアを募集
します。
▶とき　11月12日㈯・13日㈰　午前10時～午後５時
▶ところ　まつり会場内
▶参加資格　高校生以上
▶申込方法　上記に電話、ファックス又はメールで申込み
※ 申込時、住所、氏名、ふりがな、年齢、電話番号、希

望するボランティア内容「①食イベント会場、②案内所、
③特に希望なし」をお知らせください。
▶申込期限　10月19日㈬　午後５時（必着）
※時代衣装を着てもらう場合があります。

郡代夫婦思い出づくり
天領時代の郡代夫婦の衣装を着て、豆田町を散策しな
がら結婚の思い出づくりをしませんか。
▶とき　
①11月12日㈯　午前10時～正午
②11月12日㈯　午後１時～３時
③11月13日㈰　午前10時～正午
④11月13日㈰　午後１時～３時
▶ところ　丸山地区、豆田地区
▶応募資格
　�日田市在住で結婚３年以内の夫婦又は、どちらかが日

田市在住で年内に結婚を予定しているカップル
▶募集数　男女４組
※希望者多数の場合は、抽選を行います。
▶申込方法　上記に電話、ファックス又はメールで申込み
※ 申込時に、住所、氏名、ふりがな、年齢、電話番号、希

望する日時（複数可）をお知らせください。
▶申込期限　10月19日㈬　午後５時（必着）

天領屋台
“食”や様々な物産等の出店者を募集します。
▶とき　11月12日㈯・13日㈰　午前10時～午後９時
▶ところ　永山布政所跡小公園（丸山地区）
▶参加資格
　日田市内の団体又は市内で店舗営業等を行っている人
▶募集数　15団体程度（抽選）
▶申込方法
　 申込書に必要事項を記入の上、日田まつり振興会事務

局（市役所3階）に提出
※ 申込書は市ホームページ（右記二次元コード）から入手

できます。
▶申込期限　10月14日㈮　午後５時（必着）
※アルコールの提供は禁止します。

天領マルシェ
キッチンカーの出店者を募集します。
▶とき　
　11月12日㈯・13日㈰　午前10時～午後９時
▶ところ　丸山公民館前（丸山地区）
▶参加資格　
　日田市内の団体又は市内で店舗営業等を行っている人
▶募集数　８団体程度（抽選）

日田まつり振興会から皆さんへ
日田まつり振興会は、「大分県暴力団排除条例及
び日田市暴力団排除条例」に基づき、会場内に出
店する際は、届出書及び誓約書の提出が必要です。

■提出期限　10月24日㈪
※申込用紙等詳細は市ホームページ（右
　記二次元コード）をご確認ください。

▲ 令和元年度天領まつりの様子（今年度は西国筋郡代着任
行列は行いません）
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市政情報ピックアップ

●水道料金の経過措置の上限が変わります

　市では、平成25年10月に水道料金を統一しましたが、
激変緩和策として、令和５年９月までの10年間、経過措
置を実施しています（対象地区は、旧簡易水道地区等の
一部）。料金の統一によって引き上げになる場合は、その
変化率に応じて上限を設定し、上限を超える額は徴収し
ないこととしています。
　10年目（令和４年10月から令和５年９月）の上限は、
3.50倍で、令和５年10月以降は激変緩和措置が終了し、
統一料金となります。

▶上限の設定

▶経過措置の例
　旧簡易水道地区の都留・川原地区において、25㎜口径メーターで一月60㎥の水道を使用した場合 ※10円未満は切捨て。

●10月１日は「浄化槽の日」です！

経過措置年 上限（統一前料金比）
１年目（平成25年10月～平成26年９月） 1.25倍
２年目（平成26年10月～平成27年９月） 1.50倍
３年目（平成27年10月～平成28年９月） 1.75倍

10年目（令和４年10月～令和５年９月） 3.50倍
令和５年10月～ 上限設定なし

　この例の場合、「10年間経過措置」が適用されて10年目の上限額
が13,960円となり、「統一料金（14,370円）」から410円安くなります。

※ 都市計画区域内に設置する場合は、更に３万円の上乗
せ補助があります。

10年目は料金の変化率
が3.50倍以上の場合に
経過措置が適応されます

※ 統一前後の料金や経過措置のシミュレーションができるソフト（エクセル形式）を市ホームページに掲載してい
ますので、ご利用ください。

統一前料金
3,990円

統一料金
14,370円

経過措置 段階的に引上げ（統一前料金を基に算出）

※経過措置の対象になるかの判定は、毎月行います。

　　　　　　　　   10年目
上限変化率　　　  （3.50倍）
この例の上限額　　13,960円
実際の支払額  　   13,960円

3.60倍

【補助対象者】
　 公共下水道等の整備区域を除いた区域で、市内に住

所を有し、自ら居住する住宅に浄化槽を設置する人及
び市内に居住する目的で浄化槽を設置する人

【補助金額】◆浄化槽を適正に使用するための３つの義務◆

①保守点検
【点検・調整・修理】

年３回以上

②清掃
【汚泥等の引き抜き】

年１回以上

③法定検査
【水質に関する検査】

年１回

サイズ 新築や家の建替え等で
新しく浄化槽を設置する

汲み取り便槽又は単独処理
浄化槽から切り替える

５人槽 332,000円 532,000円

７人槽 414,000円 614,000円

10人槽 548,000円 748,000円

毎年0.25倍
ずつ上昇

問経営管理課窓口係☎㉒８２２４（市役所５階）

問環境課水・環境係☎㉒８３５７（市役所２階）

　合併処理浄化槽は、微生物などの働きを利用して汚れ
た水をきれいにする装置で、維持管理がとても重要です。
浄化槽を使っている人には、浄化槽法による３つの義務が
定められています。

合併処理浄化槽の設置に対する補助があります！
市では生活排水対策のため、合併処理浄化槽の設置費
用に対する補助を行っています。汲み取り便槽又は単独
処理浄化槽から合併処理浄化槽に切り替える場合は、宅
内配管に30万円と撤去費に９万円の上乗せ補助があるた
め、合併処理浄化槽を設置しましょう。
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③ 収入が基準額を超えない人
④同居の親族がいる人
▶申込方法　必要書類を添付し、下記に提出
※ 各種様式、応募要領は市ホームページ（右
　記二次元コード）をご確認ください。
▶申込期間
　10月３日㈪～14日㈮　午後５時（必着）
▶抽選日　10月27日㈭　午前９時30分～　
▶抽選会場　市役所７階　大会議室
※ 臨時募集後、申込数が募集戸数に満たない住宅は令

和5年3月末まで随時募集とします。
※災害等の発生によって空家戸数が変わる場合があります。

●市営住宅の入居者及び補欠者を募集

▶入居者及び補欠者を募集する住宅

▶入居資格
　 次の全てに該当する人（既に公営住宅に入居している

人や暴力団員の人は申込みできません）
①住宅に困っている人
※持ち家のある人は申込みできません。
② 市税等の滞納がなく、これまでに市営住宅の明渡し請

求を受けたことがない人

※ 桃山住宅、刃連町住宅、元町再開発住宅、前・中・
上津江・天瀬・大山振興局管内の住宅は随時募集し
ています。空室状況は各振興局にお問い合わせください。

問建築住宅課住宅係☎㉒８２１８（市役所５階）

地区 住宅名 空家戸数 間取り 摘要
西有田 坂井町 2 ３DK
豆田 丸の内 １ ３DK
竹田 南元町 ４ ３DK 再開発
朝日 朝日ヶ丘 6 ２DK・３DK

問大分県住宅供給公社日田駐在所
　☎㉓２４８０（日田土木事務所内）
　建築住宅課住宅係☎㉒８２１８（市役所５階）

●県営住宅の入居者を募集

▶入居資格
　 次の全てに該当する人（既に公営住宅に入居している

人や暴力団員の人は申込みできません）
①特に住宅に困っている人
※持ち家のある人は申込みできません。
② 市県民税等の滞納がなく、これまでに県営住宅の明渡

し請求を受けたことがない人
③収入が基準額を超えない人
※これ以外に高齢者向の入居資格が別途あります。
※詳細は大分県住宅供給公社にお問い合わせください。
▶申込方法
　 大分県住宅供給公社日田駐在所（日田土木事務所

内）に備付けの申込用紙で申込み

地区 住宅名 戸数 間取り 摘要

光岡 友田 １ ３LDK １階・高齢者向
2 ２、５階・一般向

朝日 朝日ヶ丘
A-1 ３ ３DK ３、５階・一般向

▶申込期間　10月11日㈫～14日㈮
　午前９時15分～午後５時
▶抽選日　10月19日㈬　午前11時～　
▶抽選会場　日田総合庁舎３階　会議室
▶入居者を募集する住宅

皆さんの意見を募集します！ － パブリックコメント －

市では下記の条例（骨子案）を公開していますので、ご意見をお寄せください。
■内容　①日田市個人情報の保護に関する法律施行条例（骨子案）
　　　　②日田市議会の個人情報保護に関する条例（骨子案）
■ 閲覧場所　市ホームページ、市役所３日以内窓口、各振興局・振興センター、各地区公民館（各振興局・振興

センター管内を除く10か所）、下記担当課
■意見の提出方法　住所・氏名を記入の上、市ホームページ、郵便、ファックス、持参のいずれかで提出
■意見の提出先　市役所３日以内窓口、各振興局・振興センター、下記担当課
■募集期間　10月３日㈪～11日２日㈬
問〒８７７-８６０１（住所記載不要）　①総務課行政係（市役所４階）　☎㉒８２０１　℻㉔０４２９
　　　　　　　　　　　　　　　 ②議会事務局総務係（市役所３階）　☎㉒８２１４　℻㉒８２４９
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市政情報ピックアップ

●第26回市民健康福祉まつり

　第26回市民健康福祉まつりでは、表彰式典と一部イベントを実施します。また、表彰式典の来場者は被表彰者と随行者の
みに限ります。

問社会福祉課福祉総務係☎㉒８２０３（市役所１階）
　日田市社会福祉協議会☎㉔７０２６

●総務省のくらし・行政なんでも相談所

▶とき　10月28日㈮　正午～午後３時
　（受付：午後２時30分まで）
▶ところ　市役所７階　大会議室
▶対応者
　【要予約】国税局、弁護士、司法書士、行政書士　
　【予約不要】
　法務局、県土木事務所、日田市、行政相談委員
▶予約申込方法
　大分行政監視行政相談センターに電話で申込み

　10月17日～23日は「行政相談週間」です。暮らしの中の困りごとを相談してみませんか。

▶予約申込期間
　10月12日㈬～25日㈫
　午前８時30分～午後５時（平日のみ）
※相談無料で秘密を厳守します。

問総務省大分行政監視行政相談センター（きくみみ大分）
　☎ 097-532-3715
　総務課行政係（３日以内窓口）☎㉒８２３３（市役所１階）

問文化財保護課埋蔵文化財係☎㉔７１７１　℻㉔７０２４
　🅼🅼 bunka@city.hita.lg.jp（市役所別館２階）

▶とき
　１０月２２日㈯　午前１０時～午後4時
※ ガランドヤ古墳１号墳は１１月～令和５年３月の第３日曜

日（午前１０時～午後４時）にも一般公開を行います。
▶ところ　ガランドヤ古墳公園（大字石井）
▶�申込方法　氏名、連絡先、希望する時間帯（1時間単

位）を右記に電話、ファックス又はメールで申込み
※時間を指定する場合があります。
※ 事前予約優先です。予約していない場合でも、当日受

付で空きがあれば見学できます。
▶申込期限　10月21日㈮　午後５時
※ １１月からの一般公開の申込みは市ホームペ
　ージ（右記二次元コード）をご確認ください。

●国史跡ガランドヤ古墳1号墳の石室を一般公開します！

　ガランドヤ古墳1号墳は、玄室奥壁に赤色の文様を緑色で縁取る技法によって、人物・動物・船など様々な絵が描かれて
いる装飾古墳です。今回、10月22日に開催される「筑後川流域装飾古墳同時公開」に合わせ、入場料無料で、石室を一
般公開します。是非、この機会にご覧ください。

10月22日㈯の「筑後川流域装飾古墳同時公開」では、
下記の古墳でも一般公開が行われます。

・朝倉市「狐塚古墳」
・うきは市「楠名古墳・塚花塚古墳・重定古墳」
・小郡市「花立山穴観音古墳」
・久留米市「寺徳古墳・日輪寺古墳」
・筑前町「仙道古墳」

▶とき　10月9日㈰
▶ところ　パトリア日田、中央公園
【各種イベント】
パトリア日田
・表彰式典　午前10時～正午
　福祉・敬老関係などの表彰
・各種作品展　午前10時～午後３時
　高齢者手づくり作品展
　障がい者（児）作品展・福祉施設利用者作品展
　園児絵画展示

パトリア日田玄関前
・健康ひろば　午前10時～午後３時
　献血コーナー
　健康推進コーナー

中央公園
・福祉ひろば　午前10時～午後３時
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「
日
田
市
市
民
意
識
調
査
」へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
第
６
次
日
田
市
総

合
計
画
「
第
２
期
基
本
計
画
」
の
４
年
間
の
計

画
期
間
の
う
ち
、
半
期
が
終
了
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
取
組
み
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
意
識
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
千
５
０
０
人

に
対
し
て
、
調
査
票
を
届
け
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
票
は
10
月
上
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

問
地
方
創
生
推
進
課
創
生
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
３
（
市
役
所
６
階
）

高
齢
者
の
安
全
運
転
を
支
援
し
ま
す

高
齢
者
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
に
よ
る
交
通
事

故
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
に

よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
自
家
用
車
の

安
全
運
転
支
援
装
置
の
設
置
に
対
し
、
補
助
を

行
い
ま
す
。

■
対
象
者
　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

・
申
請
時
に
65
歳
以
上
と
な
る
人

・
自
動
車
運
転
免
許
証
を
保
有
し
て
い
る
人

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・
暴
力
団
員
で
は
な
い
人

■
対
象
と
な
る
安
全
運
転
支
援
装
置

・ 

ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
等
に
よ
る
急
加
速
を

抑
制
す
る
装
置

・ 

車
線
逸
脱
及
び
先
行
車
に
接
近
し
た
際
に
警

告
音
を
発
す
る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

■
補
助
率

　
設
置
費
用
の
２
分
の
１

　（
各
上
限
　
２
万
２
０
０
０
円
）

※ 

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
３
９
５
（
市
役
所
１
階
）

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
が
あ
り
ま
す

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す
。
一
定
面
積
以
上

の
土
地
を
取
引
す
る
場
合
、
買
主
は
契
約
締
結

後
２
週
間
以
内
に
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
に

届
出
が
必
要
で
す
。

■
届
出
の
必
要
な
土
地

・
都
市
計
画
区
域
　
　
５
千
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外
　
１
万
㎡
以
上

■�

届
出
の
必
要
な
取
引
　
売
買
、
交
換
、
営
業

譲
渡
、譲
渡
担
保
、共
有
持
分
の
譲
渡
等
（
予

約
で
あ
る
場
合
も
含
む
）

■
届
出
書
類

　 

届
出
書
、
契
約
書
の
写
し
、
位
置
図
、
周
辺

状
況
図
　
等

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

雨
水
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か

雨
水
貯
留
槽
、
雨
水
浸
透
ま
す
、
雨
水
浸
透
管

を
設
置
す
る
世
帯
に
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
た
め
た
雨
水
は
、
庭
木
へ
の
散
水
や

打
ち
水
、
災
害
時
の
非
常
用
水
な
ど
に
利
用
で

き
ま
す
。

■  

対
象
　
日
田
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域

内
の
宅
地
又
は
雑
種
地

■ 

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
左
記
に
提
出
又
は
送
付

※ 

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

地
下
水
（
井
戸
水
）
使
用
者
の
皆
さ
ん
へ

使
用
人
数
の
変
更
等
は
連
絡
を

一
般
家
庭
で
地
下
水
（
井
戸
水
）
を
使
用
し
て

い
る
場
合
は
、
住
民
票
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
際

に
居
住
し
て
い
る
「
使
用
人
数
」
に
よ
っ
て
使

用
料
を
計
算
し
ま
す
。
ま
た
、
使
用
人
数
の
認

定
変
更
は
、
上
下
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー
に
届

出
の
あ
っ
た
時
点
か
ら
行
い
ま
す
。
使
用
人
数

の
変
更
又
は
井
戸
水
使
用
の
中
止
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
必
ず
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
８
２
２
０
（
市
役
所
５
階
）

日
田
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
の

変
更
案
の
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す

■
と
き

　
10
月
11
日
㈫
～
24
日
㈪

■
と
こ
ろ

　
施
設
工
務
課
（
市
役
所
５
階
）

■
変
更
内
容

・
工
事
完
成
の
予
定
年
月
日

・
計
画
処
理
人
口

・
汚
泥
処
理
施
設
計
画
　
等

※ 

変
更
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
中

に
意
見
書
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

中
小
企
業
の
退
職
金
を
国
の
制
度
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中
小
企
業
の

事
業
主
が
、
従
業
員
の
退
職
金
を
計
画
的
に
準

備
で
き
る
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
国
か
ら
の

掛
金
助
成
が
あ
り
、
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手

数
料
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
従
業
員
や

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加
入
で
き
ま
す
。

※ 

詳
細
は
中
小
企
業
退
職
金
共
済
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
）

　
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３-

６
９
０
７-
１
２
３
４

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談
週
間

大
分
県
労
働
委
員
会
は
、
労
使
紛
争
を
解
決
す

る
た
め
の
専
門
的
な
行
政
機
関
で
す
。
解
雇
、

賃
金
未
払
い
、
労
働
条
件
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
電
話
、
来
所
で
の
相
談
を
無

料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
10
月
１
日
㈯
～
７
日
㈮

・ 

平
日
　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　（
来
所
受
付
は
午
後
７
時
ま
で
）

・ 

土
・
日
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　（
来
所
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

■ 

と
こ
ろ

　 

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
大
分
県
庁
舎

本
館
３
階
）

※ 

来
所
相
談
の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※ 

土
・
日
曜
日
に
来
所
す
る
場
合
は
、
県
庁
舎

本
館
東
側
通
用
口
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
期
間
以
外
で
も
、
平
日
（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）
で
あ
れ
ば
、
随
時
労
働
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問�

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
）
☎ 

０
９
７-

５
３
６-

３
６
５
０

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

お
知
ら
せ

くらしの情報【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！
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【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り
が
左

記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。
前
日
ま
で

（
平
日
の
み
）
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
10
月
の
開
庁
日

・
10
月
６
日
㈭
・
13
日
㈭
・
27
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

・
10
月
15
日
㈯
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・
登
録
申
請

相
談
会

 

消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
、「
適

格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）」

が
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
導
入
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
を
対
象
に
、

制
度
の
概
要
に
関
す
る
説
明
会
及
び
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

■ 

と
き
　
10
月
21
日
㈮
、
26
日
㈬
、
27
日
㈭

　
①
午
前
10
時
～
、
②
午
後
2
時
～

■
と
こ
ろ
　
日
田
税
務
署

※ 

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
日
田
税
務
署
ま
で

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
日
田
税
務
署

　
☎
㉓
２
１
３
６
（
自
動
音
声
案
内
）

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

６
～
９
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

※ 

工
事
着
工
前
に
手
続
が
必
要
で
す
。
事
前
に

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

離
乳
食
教
室

生
後
４
～
６
か
月
ま
で
の
乳
児
の
保
護
者
を
対

象
に
、
離
乳
食
に
つ
い
て
の
講
話
と
個
別
相
談

を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
１
日
㈫
　
午
前
10
時
～
11
時

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
健
康
相
談
室

■
申
込
方
法

　
電
子
申
請
又
は
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
10
月
25
日
㈫

※ 

調
理
実
習
や
試
食
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

５
歳
児
発
達
相
談
会

小
学
校
入
学
を
１
年
後
に
控
え
た
５
歳
児
の
発

達
に
関
す
る
相
談
に
、
医
師
、
臨
床
心
理
士
、

言
語
聴
覚
士
、児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、

教
員
、
保
健
師
等
が
応
じ
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
２
日
㈬

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
対
象

　 

平
成
29
年
８
月
１
日
～
11
月
30
日
生
ま
れ
の

子
供
と
親
又
は
家
族
な
ど

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
10
月
７
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係
☎
㉔
３
０
０
０

　
℻
㉔
０
３
２
１
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

■
申
請
方
法

　 

申
請
書
、接
種
記
録
が
確
認
で
き
る
書
類（
母

子
健
康
手
帳
の
記
録
等
）
の
写
し
、
接
種
費

用
の
支
払
い
を
証
明
す
る
書
類
（
領
収
書

等
）、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）

の
写
し
、
振
込
希
望
先
金
融
機
関
の
通
帳
等

の
写
し
を
左
記
に
提
出
又
は
郵
送

※ 

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
に
な
る
か
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

　
令
和
７
年
３
月
31
日

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

在
宅
重
度
障
が
い
者
住
宅

改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
障
が
い
者
が
い
る
住
宅

を
、
住
み
や
す
く
整
備
す
る
た
め
の
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

■ 

対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
障
が
い
者
で
、
生
計
中
心
者
（
対
象
と

な
る
障
が
い
者
の
生
計
を
実
質
的
に
支
え
る

人
）
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０
０
万
円
未

満
の
世
帯

■ 

助
成
対
象
工
事

　 

対
象
と
な
る
障
が
い
者
が
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
使
用
す
る
設
備
を
障
が
い
者
に
適
す

る
よ
う
に
改
造
す
る
も
の

※ 
玄
関
、
台
所
、
浴
室
、
便
所
、
廊
下
、
居
間
、

階
段
、
洗
面
所
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ

る
箇
所
。

■
助
成
額

　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　（
上
限
額
40
万
円
）

■
申
込
期
限

　
10
月
31
日
㈪

くらしの情報【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
10
月
５
日
㈬

※ 

振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※ 

現
況
届
が
必
要
な
人
で
、
未
提
出
の
場
合
は

支
給
が
差
止
め
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
相
談
室
こ
ど
も
家
庭
相
談
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
自
費
で

接
種
し
た
人
に
助
成
金
を
支
給

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧

奨
の
差
し
控
え
に
よ
っ
て
、
接
種
の
機
会
を
逃

し
た
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月
１

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
女
性
で
、
定
期
接
種

（
小
学
６
年
生
～
高
校
１
年
生
相
当
）
の
対
象

年
齢
を
過
ぎ
て
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を

自
費
で
接
種
し
た
人
に
、
接
種
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

■
対
象
者
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

① 

令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
、
日
田
市
に
住

民
票
が
あ
る

② 

16
歳
と
な
る
年
度
の
末
日
（
高
校
１
年
生
相

当
）
ま
で
に
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
で
３
回
の
接
種
を
完
了
し
て
い

な
い

③ 

17
歳
と
な
る
年
度
の
初
日
（
高
校
２
年
生
相

当
）
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
日

本
国
内
の
医
療
機
関
で
２
価
ま
た
は
４
価
ワ

ク
チ
ン
を
自
費
で
接
種
し
た

④ 

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
接
種
回
数
分
に
つ

い
て
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
を
受
け
て
い

な
い

■ 

助
成
額
　
上
限
額
の
範
囲
内
で
、
最
大
３
回

分
ま
で
の
接
種
費
用
の
実
費
相
当

※ 

接
種
に
要
し
た
交
通
費
、
宿
泊
費
、
文
書
料

等
は
含
み
ま
せ
ん
。

健
康
・
福
祉
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
と
そ
の
家
族
を
見
守
り
支
え
る
「
応
援

者
」
に
な
る
た
め
の
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

受
講
者
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
29
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
７
階
　
中
会
議
室

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
10
月
21
日
㈮

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係
☎
㉒
８
２
９
９

　
℻
㉒
８
２
５
８
（
市
役
所
１
階
）

糖
尿
病
予
防
教
室
の
参
加
者
募
集

令
和
３
～
４
年
度
、健
康
診
査
を
受
け
た
人
で
、

血
糖
値
が
気
に
な
り
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
学
び

た
い
人
を
対
象
に
、
保
健
師
や
栄
養
士
等
に
よ

る
糖
尿
病
予
防
教
室
を
行
い
ま
す
。

■ 

期
間
　
11
月
～
令
和
５
年
１
月
の
間
の
平
日

（
計
５
回
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
予
定
）

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ

■
募
集
数
　
20
人
程
度

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

※ 

後
日
、申
込
み
を
し
た
人
に
日
程
表
を
送
付
。

■
申
込
期
限
　
10
月
28
日
㈮

※ 

病
院
で
治
療
を
受
け
て
い
る
人
や
運
動
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
対
象
外
で
す
。

※ 

令
和
３
～
４
年
度
の
健
診
結
果
用
紙
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係
☎
㉔
３
０
０
０

　
℻
㉔
０
３
２
１
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

10
月
は
「
里
親
月
間
」

様
々
な
事
情
で
生
ま
れ
育
っ
た
家
庭
で
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
な
い
子
供
た
ち
が
、
温
か
な
家
庭

で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
大
分
県
で
は
里
親

に
な
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
乳
幼
児
を
含
む
子
供
を
数
日
間
か
ら
1

週
間
程
度
預
か
っ
て
く
れ
る
里
親
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
左
記
の
日
程
で
パ
ネ
ル
展
も
行
い
ま

す
の
で
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

・
淡
窓
図
書
館
　
10
月
３
日
㈪
～
23
日
㈰

・
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　
10
月
11
日
㈫
～
28
日
㈮

問
こ
ど
も
家
庭
相
談
室
こ
ど
も
家
庭
相
談
係

　
☎
㉒
８
２
３
０
（
市
役
所
１
階
）

日
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

「
ま
か
せ
て
会
員
」
養
成
講
習
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は
、

子
育
て
の
手
助
け
を
受
け
た
い
人
（
お
ね
が
い

会
員
）
と
手
助
け
を
行
い
た
い
人
（
ま
か
せ
て

会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
地
域
の
中
で
互
い
に

支
え
合
う
組
織
で
す
。「
子
育
て
の
手
助
け
を

し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
是
非
養
成
講

習
会
を
受
講
し
て
、
ま
か
せ
て
会
員
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
ま
か
せ
て
会
員
入
会
資
格

　 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
心
身
と
も
に
健
康

な
20
歳
以
上
の
人
で
、
セ
ン
タ
ー
が
指
定
す

る
講
習
会
等
を
受
講
し
た
人

■
講
習
会
日
時
　
10
月
27
日
㈭
、
28
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
０
時
40
分

■
会
場
　
中
央
児
童
館

■ 

申
込
方
法
　
前
日
ま
で
に
左
記
に
電
話
又
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

問�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
中

央
児
童
館
内
）
☎
㉗
６
４
０
６

　
℻
㉗
６
４
１
６

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
講
演
会

廣
瀬
淡
窓
の
思
想
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
申
込
不
要
で
受
講
で
き
ま
す
。
是
非
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
10
月
６
日
㈭
　

　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
講
師

　
東
洋
大
学
名
誉
教
授
　
吉
田
公
平 

氏

■ 

演
題
　
人
間
の
可
能
性
を
信
じ
る
～
性
善
説

の
原
理
～

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

市
所
蔵
美
術
品
公
開
展

「
み
ん
な
の
美
術
館
」

市
所
蔵
美
術
品
の
公
開
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
７
日
㈮
～
12
月
25
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

毎
週
水
曜
日
は
休
館
日
（
水
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
）。

■
と
こ
ろ
　
天
領
日
田
資
料
館

■
入
館
料

　
大
人
　
３
２
０
円

　
小
・
中
・
高
生
　
２
２
０
円

※ 

展
示
会
の
開
催
に
よ
る
入
場
料
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

10
月
開
催
行
事

第
76
回
日
田
市
文
教
祭

全
て
入
場
無
料
で
す
。

文
化
団
体
行
事

第
28
回
日
田
市
民
音
楽
祭

■
と
き
　
10
月
16
日
㈰
　
午
後
１
時
開
演

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

※ 

パ
ト
リ
ア
日
田
、
ア
オ
ー
ゼ
で
配
布
し
て
い

る
整
理
券
が
必
要
で
す
。
当
日
、
会
場
で
も

配
布
し
ま
す
。

生
活
文
化
展
（
華
道
・
茶
道
展
）

■
と
き
　
10
月
22
日
㈯
～
23
日
㈰

　
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

民
謡
邦
楽
の
秋
宴

■
と
き
　
10
月
23
日
㈰
　
正
午
開
演

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

特
別
行
事

第
58
回
大
分
県
美
術
展
（
書
道
）
巡
回
展

■
と
き

　
10
月
28
日
㈮
～
30
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

無
料
で
木
造
住
宅
の

簡
易
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
、
木

造
一
戸
建
て
住
宅
（
住
宅
部
分
の
面
積
が
２
分

の
１
以
上
の
併
用
住
宅
を
含
む
）
を
対
象
に
行

う
無
料
の
簡
易
耐
震
診
断
で
す
。
自
宅
の
耐
震

性
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
10
月
18
日
㈫
～
21
日
㈮

■
募
集
戸
数
　
20
戸

■
申
込
期
限
　
10
月
17
日
㈪

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

Information 10.１ 次回の広報ひた10 月15 日号は、10 月14 日㈮に発送します。

イ
ベ
ン
ト
・
募
集
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進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
年
度
は
、
企
業

経
営
者
、
人
事
労
務
担
当
者
を
対
象
に
男
性
の

育
児
休
業
取
得
促
進
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
11
日
㈫

　
午
後
3
時
30
分
～
5
時
10
分

■
と
こ
ろ

　 

ホ
テ
ル
日
航
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
5
階
　

孔
雀
の
間
（
大
分
市
）

■
講
師

　
㈱
サ
カ
タ
製
作
所

　
代
表
取
締
役
社
長
　
坂
田 

匠 

氏

■
募
集
数
　

1
０
０
人

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　 

名
前
、
事
業
所
名
、
連
絡
先
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル
で
申
込
み

■
申
込
先

　
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課

　
☎
０
９
７-

５
０
６-

３
３
２
７

　
℻
０
９
７-

５
０
６-

１
７
５
６

　
🅼🅼a14310@

pref.oita.lg.jp

問
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

若
手
人
材
の
活
用

市
内
の
人
材
育
成
に
成
功
し
た
企
業
の
実
例
を

交
え
な
が
ら
、
若
手
人
材
の
育
成
・
活
用
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
15
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

　
商
談
会
議
室

■
募
集
数

　
8
人
程
度
（
１
事
業
者
に
つ
き
１
人
）

■ 

申
込
方
法

■
寄
付
で
き
な
い
食
品

　 

消
費
・
賞
味
期
限
切
れ
の
も
の
（
期
限
が
近

い
も
の
）、
生
鮮
食
品
　
等

※ 

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

大
分
県
・
西
部
地
区
等
総
合
防
災
訓
練

■
と
き
　
10
月
8
日
㈯

午
前
10
時
～

三
芳
地
区
（
三
芳
小
渕
町
玖
珠
川
河
川
敷
）

警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
の
防
災
関
係
機
関

と
大
分
県
建
設
業
協
会
日
田
支
部
な
ど
の
民
間

団
体
が
参
加
す
る
「
人
命
救
助
訓
練
」
等
を
行

い
ま
す
。

桂
林
地
区

（
桂
林
公
民
館
、
中
央
公
民
館
、
中
城
体
育
館
）

大
分
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
、
日
田
赤
十
字
奉

仕
団
な
ど
の
団
体
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
、
企

業
に
よ
る
災
害
時
の
イ
ン
フ
ラ
応
急
対
策
の
展

示
、
救
援
物
資
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

午
前
11
時
30
分
頃

桂
林
公
民
館
　

カ
レ
ー
、
ゆ
で
た
ま
ご
等
の
炊
き
出
し
食
を
配

布
し
ま
す
（
先
着
２
０
０
食
）。

問
防
災
・
危
機
管
理
課
防
災
・
危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

「
お
お
い
た
働
き
方
改
革
」

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

多
様
な
人
材
を
生
か
し
て
企
業
が
持
続
的
に
発

展
す
る
た
め
に
は
、
経
営
者
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
労
働
者
の
「
働
き
方
改
革
」
を

くらしの情報【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

■
と
き

　
10
月
22
日
㈯
　
午
前
9
時
～
午
後
３
時

■
集
合
場
所

　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

※ 

釈
迦
岳
へ
の
移
動
は
、
バ
ス
で
行
い
ま
す
。

■
対
象
　
一
般

■
講
師

　
郷
土
日
田
の
自
然
調
査
会

■
募
集
数

　
20
人
（
先
着
順
）

■ 

準
備
物

　 

メ
モ
用
紙
、
筆
記
用
具
、
弁
当
、
水
筒

■ 

服
装

　
帽
子
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
３
階
）

第
13
回
光
岡
地
区
人
権
ふ
る
さ
と
祭
り

第
13
回
光
岡
地
区
人
権
ふ
る
さ
と
祭
り
で
は
、

人
権
講
演
会
（
コ
ン
サ
ー
ト
）
や
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
等
を
行
い
ま
す
。
是
非
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
23
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

　
北
友
田
３
丁
目
地
区
集
会
所
及
び
周
辺
会
場

問
北
友
田
３
丁
目
地
区
集
会
所
☎
㉓
６
９
２
０

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す

家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
り
、
必
要

と
し
て
い
る
人
に
寄
付
す
る
活
動
「
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
庭
に
眠
っ
て

い
る
余
剰
食
品
が
あ
れ
ば
、
是
非
お
持
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
10
月
29
日
㈯
　
午
前
９
時
～
正
午

■
と
こ
ろ

　
コ
ー
プ
中
央
店
跡
（
日
田
市
民
生
協
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

各
イ
ベ
ン
ト
は
電
子
申
請
又
は
下
記
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
各
イ
ベ
ン

ト
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申
込
開
始
日

は
全
て
10
月
１
日
㈯
で
す
。

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

10
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
は
、「
手
作
り
紙

飛
行
機
を
つ
く
ろ
う
！
」
で
す
。

■
と
き

　
10
月
15
日
㈯
　
午
前
10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室
２

■
対
象

　
小
・
中
学
生
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
講
師

　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

日
田
の
自
然
探
検
隊

秋
の
釈
迦
岳
で
、山
頂
か
ら
の
景
色
を
眺
め
て
、

豊
か
な
自
然
を
探
検
し
よ
う
！

■
と
き

　
10
月
16
日
㈰
　
午
前
9
時
～
午
後
３
時

■
集
合
場
所

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室
２

※ 

釈
迦
岳
へ
の
移
動
は
、
バ
ス
で
行
い
ま
す
。

■ 

対
象

　 

小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

■
講
師
　
郷
土
日
田
の
自
然
調
査
会

■
募
集
数
　
15
人
（
先
着
順
）

■
準
備
物

　
メ
モ
用
紙
、
筆
記
用
具
、
弁
当
、
水
筒

■
服
装

　
帽
子
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴

秋
の
自
然
観
察
会

秋
が
深
ま
る
釈
迦
岳
の
山
頂
周
辺
を
散
策
し
、

美
し
い
自
然
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
！
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こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

　 

日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
申
込
み

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

問
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
５
５
２
０

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

「
ひ
た
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
挑
戦
編
」
参
加
者
募
集

「
演
じ
る
」「
歌
う
」「
踊
る
」
が
好
き
な
人
た

ち
で
、
楽
し
み
な
が
ら
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き

　 

10
月
22
日
㈯
・
11
月
5
日
㈯
・
12
月
10
日
㈯
・

24
日
㈯
・
令
和
５
年
１
月
14
日
㈯
・
21
日
㈯

・
子
ど
も
コ
ー
ス
（
中
学
生
以
下
）

　
午
後
２
時
30
分
～
５
時
30
分

・
お
と
な
コ
ー
ス
（
中
学
生
以
上
）

　
午
後
６
時
30
分
～
9
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ

■
申
込
方
法

　 

氏
名
、
年
齢
、
希
望
す
る
コ
ー
ス
、
ス
ポ
ー

ツ
保
険
加
入
の
有
無
を
記
入
し
、
左
記
に

メ
ー
ル
で
申
込
み

■
申
込
先

　
日
田
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会
　

　
🅼🅼hitam

usical@
gm

ail.com

※ 

こ
の
活
動
は
日
田
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進

事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

問�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女
共
同

参
画
推
進
係
☎
㉒
７
５
１
５（
市
役
所
６
階
）

自
衛
官
募
集

 

■
募
集
種
類

①
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
、
②
防
衛

大
学
校
（
一
般
）、
③
自
衛
官
候
補
生

■
申
込
期
限

①
令
和
５
年
１
月
６
日
㈮

②
10
月
26
日
㈬

③
通
年

■
試
験
日

①
令
和
５
年
１
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

②
11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

③
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
対
象

①
…
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
む
）
の
17
歳
未
満

②
…
18
歳
以
上
21
歳
未
満

③
…
18
歳
以
上
33
歳
未
満

※ 

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域
事
務

所
☎
㉔
０
８
０
９

　
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
３
９
５
（
市
役
所
１
階
）

無
料
障
害
年
金
相
談
会

□
と
き
　
10
月
27
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
相
談
室

□ 

相
談
員
　
社
会
保
険
労
務
士
、
年
金
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
　
島
津
正
一 

氏

※
事
前
予
約
必
要
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
度
第
３
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

□
と
き
　
10
月
23
日
㈰

　
午
前
10
時
～
（
受
付
）

※
予
約
不
要
で
参
加
料
も
無
料
で
す
。

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
朝
日
ヶ
丘
５
７
６-

１
０

　
☎
㉒
０
７
８
９

Information 10.１ 次回の広報ひた10 月15 日号は、10 月14 日㈮に発送します。

　１０月1日は「メガネの日」。

　１０月１日を “１００１” と表記すると、両端の“１”
が「メガネのツル」で、内側の“０”が「レンズ」に
見立てられ、メガネの形を表しているとして「メガ
ネの日」が制定されました。

　自分自身も含め、家族や友人、職場の同僚な
ど、多くの人がメガネを着用しており、メガネがな
いと生活に支障が出るという人もいます。しかし、
メガネをかけているからといって、相手への接し
方が変わってしまうことはありません。

　ところが、それが“メガネ”から“車椅子”に変
わるとどうでしょうか。

　メガネと車椅子のどちらも「それがなければ生
活に支障が出てしまう」という点は共通していま
すが、“車椅子”を利用している人を見ると、「何
かしてあげないといけないのではないか」、「どう
接していいか分からない」などと考えてしまう人が
いるようです。

　では、なぜメガネと車椅子で見方が変わってし
まうのでしょうか。周囲に車椅子を利用し生活し
ている人をあまり見掛けない（見慣れていない）こ
とが要因の一つとなり、「障がい者」というフィル
ターを通して見ることで、「何か“してあげないと
いけない”」という先入観を持ってしまうのではな
いでしょうか。

　車椅子に限らず、白杖や補聴器などを利用し、
自立した日常生活を送っている人に対する周囲
の手助けが必要な場面は、数多くあると思います
が、「何でもしてあげないといけない」ということ
ではありません。どんな手助けが必要なのか、コミュ
ニケーションを取りながら接することを心掛けてい
れば、自然と障がいに対する“色眼鏡”は外れて
いくのではないでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

タ
ウ
ン
情
報

外してみよう心の “色眼鏡”

試
験
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まちの話題
日田

AEDを屋外に設置　いつでも使えるように
　7月26日、ひた福祉就労センターでAED（自動体外式
除細動器）の設置場所が室内から屋外に移された。これ
は、夜間にAEDが使えなかったことで、尊い命を救えなかっ
たという報道をきっかけに、施設長の藤髙敏明さんが実施
したもの。閉館中の夜間や休日でも、24時間緊急事態
にAEDを利用できる。藤髙さんは、「いざというとき、誰
でも遠慮なく使ってほしい」と呼び掛けている。

らんま先生がパトリア日田にやってきた！
　８月7日、「環境パフォーマーらんま先生のエコ体験教
室」がパトリア日田で開催された。世界一大きな空気砲の
体験やジャグリングの実験を披露。環境問題やＳＤＧｓにつ
いても取り上げ、子供から大人まで楽しく学んでいた。講
演後は、らんま先生からプレゼントされた科学風船を握りし
めた子供たちが、「あの実験、家に帰ったら真似するんだ！」
と声を弾ませていた。

デヴィ夫人と出川さんが日田に！
　７月11日、日本テレビの番組のロケで、羽田多目的交
流館にデヴィ夫人と出川哲朗さんが訪れた。2人は、施設
内を見物し、食事提供グループ「せんだん」の皆さんが地
域野菜などを使って作ったおいしい食事に舌鼓。また、日
田産スイカ「金

こんじきらおう
色羅皇」のおもてなしに、「すごい！大きなス

イカ、おいしそう！」と喜んでいた。また是非、日田に遊びに
来てほしい。

上位を目指して、いざ西日本大会へ
　8月3日、小学生ミニバスケットボールクラブ「日隈バスケッ
トボールクラブ」の選手らが、西日本大会出場報告のため
市長を訪問した。「前からのディフェンスを頑張りたい。上
位を目指して頑張ります！」と、キャプテンの野村日奈子さ
ん。大会に向けての意気込みを受け、市長は「全国から同
志が集まってくるので、その仲間たちとの交流も大切にして
ほしい」と言葉を掛けた。
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目指せ！唐辛子の収穫量増
　８月、ゆずごしょうの材料となる青唐辛子の収穫と加工
が始まった。製造元の㈱つえエーピーでは、ゆずごしょう
の魅力を全国に広めようと、地元産にこだわった唐辛子の
栽培にも尽力。今年5月には、試験的に栽培を行うモデル
園を設置した。唐辛子栽培のノウハウを農家に提供するこ
とで、新たな生産者を増やし、ゆずごしょう作りに欠かせな
い唐辛子の地元調達を目指している。

みなハン、始めました！
　8月23日から大山振興局で開催した「大山町×みなハ
ン☆レシピ展」。これは、6月の男女共同参画週間に合わ
せて、家庭での家事の負担を分け合うことを目的に、大山
町に在住・在勤している人を対象に、男女問わずにレシピ
を募集したもの。「みなハン」とは、“みなさんでつくるご飯”
という意味の造語で、来場者は、それぞれの思いが詰まっ
た44点のみなハンレシピを熱心に見ていた。

ゴールを目指して、走り切れ！
　8月6日～７日にかけて、田来原美しい森づくり公園で開
催された「第６回奥日田オーバーナイトリレー」。1周1.5㎞
のコースを制限時間内に何周走れるかを競うもので、市内
外から総勢162人が参加した。リレーとソロ、それぞれ10
時間と4時間の部に分かれ、午後7時にスタート。リレーは
各部門上位３チーム、ソロは各部門の男女それぞれ上位3
人が表彰された。

未来のなでしこ、駆ける！
　8月27日・28日、鯛生スポーツセンターで第23回中
津江ＣＵＰ女子サッカー交流大会が開催された。女子サッ
カーは試合の機会が少ないため、女子選手にとって夏休
みの楽しみな大会となっている。九州各地から集まった
Ｕ-12とＵ-15合わせて19のクラブチームで、熱戦が繰り
広げられた。試合後は、審判を務めた柳ヶ浦高校サッカー
部員らとバーベキューで親睦を深めた。

大山

中津江
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まちの話題

道路は自分たちで守る
　８月２４日、日田土木事務所で日本道路協会の道路功
労者表彰を受賞した上野田自治会に、表彰状が贈られた。
今回の表彰は、県道４路線約66,500㎡の道路愛護や美
化保全の取組みが評価されたもので、日田管内では12年
ぶりの快挙。自治会長の早川敏彦さんは、「昔から道は
自分たちで守る精神でやってきた。今後もできる限り努力
していきたい」と話した。

ご当地歌謡曲で盆踊り
　８月１０日、日 田 駅 南 広 場 で 開 催されたイベント

「e
エ キ ナ ツ
kinatsu」の夏の大盆踊り大会。上津江町出身・在住

のユニット「ヨースケ&ユージ」が歌うご当地歌謡曲「ひた
ろうさんのうた」に合わせて、たくさんの参加者が盆踊りを
楽しんだ。この曲は「みんなに楽しんでもらいたい」という
思いから、日田を題材にした軽快で親しみやすい曲となっ
ている。

こだわりの味を届ける「おふくろ便」
　８月１日、雉

きじや
谷地区の味噌作りグループ「ふれあいの里

きじや」が、味噌や味噌漬け、野菜などを詰めた夏の贈答
品「おふくろ便」約９０個を発送した。同グループは、九州
産大豆を使い、麹作りからこだわった味噌を45年作り続け
ており、昨年度から「おふくろ便」を発送している。グルー
プ員は、「こだわりの味を皆さんに喜んでもらいたい」と話
した。

初心者の女性が草刈りにチャレンジ！　
　７月３１日、上津江グラウンドで「女性向け初心者草刈
機講習会」が行われた。これは、「女性でも取り組みやす
い草刈りの方法を学びたい」という声に応えて、住民自治
組織「活き生きかみつえ」の水やり部会が企画したもの。
地元の林業会社である㈱トライ・ウッドが講師を務め、参
加者11人は女性向けの機械選び、使い方などのレクチャー
を受けながら、草刈りを体験した。

上津江
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新施設で、日頃の成果をお披露目　
　８月３０日～９月８日まで、昨年８月にオープンした天瀬
複合施設の東渓分館で「東渓分館落成記念作品展」が開
催された。玄関ロビーには、子供書道教室、東渓書道教
室、押花教室、絵手紙教室、手編み教室、短歌教室といっ
た自主学習教室生の作品と、丸山老人クラブの皆さんによ
るボックスティッシュケースを展示。見学者からは、「押し
花の色がきれいで素敵！」などの感想が聞かれた。

真夏の自転車タイムレース
　8月28日、中川原交差点をスタートとし、前津江町地域
活性化センターをゴールとする「第9回奥日田椿ヶ鼻ヒルク
ライムレース」が３年ぶりに開催された。標高差626ｍ・
全長13.6㎞のコースで競うこの自転車タイムレースに、今
年は実業団を含む370人がエントリー。沿道には地元有
志によるプランターや応援プラカードが設置され、歓迎ムー
ドの中、参加者たちは力を振り絞ってゴールした。

初めての「味噌作り」体験
　8月27日、憩いの杜やませみで4回目となる「お茶会」
が行われた。これは、お茶を飲みながらゆっくり交流しても
らうことを目的として企画されたもので、毎回様々なテーマ
を掲げて開催されている。今回、初めての味噌作り体験を
通して、参加者同士が楽しく交流を深めた。過去には、「山
菜摘み」「かりんとう作り体験」「朴

ほおば
葉もちづくり体験」が

実施された。

川の良さを知ろう！
　８月１0日～９月３０日まで、天ヶ瀬温泉街の中心を流れ
る玖珠川を舞台に、「天ヶ瀬温泉つなぐ会議」による「川
辺空間実証実験」が行われた。期間中は、天ヶ瀬リバース
クールやパドルレッスンといった様々な体験プログラムを実
施した他、川沿いに休憩所も設置。川に親しみ、楽しみ尽
くす２か月間となった。訪れた人たちは、普段とは一味違う
温泉街を楽しんでいた。

天瀬

前津江
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淡窓・咸宜園と交流のあった文人・墨客たち⑯

たんそうさん問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

　
淡
窓
が
10
歳
の
頃
、松ま

つ
し
た
せ
い
よ
う

下
西
洋（
広
報
ひ

た
7
月
１
日
号
掲
載
）か
ら
一
緒
に
学
ん

だ
学
友
に
、豊
前
国
中
津
正し

ょ
う
ぎ
ょ
う
じ

行
寺
の
僧
・

末
広
雲
華（
釈 

大
含
）が
い
ま
す
。
安あ

ん
え
い永

2
年（
1
7
7
3
）、雲
華
は
日
田
広
円
寺

第
五
世
道ど

う
ね
い寧

の
第
三
子
円え

ん
ね
い寧

の
子
と
し
て

豊
後
国
竹
田
の
満ま

ん
と
く
じ

徳
寺
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
姓
は
末
広（
弘
）、名
は
信し

ん
き
ょ
う慶

、雲
華

院
大
含
と
称
し
、鴻こ

う
せ
つ雪

・
染せ

ん
こ
う
じ
ん

香
人
な
ど
諸

号
が
あ
り
ま
す
。
天
明
４
年（
1
7
8
4
）、

12
歳
で
実
父
円
寧
と
死
別
し
て
、父
の
兄

で
あ
る
広
円
寺
の
円え

ん
も
ん
ほ
う
ら
ん

門
法
蘭
師
の
も
と
で

成
長
し
ま
し
た
。こ
の
頃
、淡
窓
ら
と
共
に

松
下
西
洋
に
学
ん
で
い
ま
す
。そ
し
て
寛か

ん
せ
い政

3
年（
１
７
9
１
）、19
歳
の
と
き
に
実
姉

が
嫁
い
で
い
た
正
行
寺
に
養
子
と
し
て
入
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、雲
華
は
京
都
で
仏
学
を
学
び
、

東
本
願
寺
高
倉
学
寮（
現
在
の
大
谷
大

学
）の
講
師
を
務
め
ま
し
た
。ま
た
、詩
文
・

書
画
に
も
優
れ
、頼ら

い
さ
ん
よ
う

山
陽
・
田た

の

む

ら

能
村

竹ち
く
で
ん田
・
篠し

の
ざ
き
し
ょ
う
ち
く

崎
小
竹
ら
と
親
し
く
交
遊
し
て

い
ま
す
。

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

＜作り方＞
①米をとぎ、★とともに炊飯器に入れて、30分以上浸水させる。
②にんじんは長さ3㎝の千切りにする。えのきたけは長さ3㎝に切ってほぐす。
③鮭、にんじん、えのきたけを米の上にのせて炊飯する。
④炊きあがったら鮭の皮と骨を除き、ほぐしながら混ぜる。
⑤味をみて薄いようであれば、塩を加えて混ぜる。
⑥器に盛り、黒ごまをふる。

■材料■　（2人分）

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア）

鮭の牛乳入り炊き込みごはん
えのきたけの代わりに、お好みで舞茸やしめ
じ等を入れてもおいしくできます。

★牛乳 100ml　★酒 小さじ2　★しょうゆ 小さじ1　★水 100ml
・米 1合（150g）　・鮭 1切　・にんじん 20g　・えのきたけ 35g　・塩 適宜　・黒ごま 適量

廣瀬淡窓が幼少のころ関係のあった人々　～末
すえひろ

広 雲
うんげ

華（ 釈
しゃく

 大
だいがん

含）～

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－

　
淡
窓
は「
大
含
は
、後
に
豊
前
正
行
寺
の

住じ
ゅ
う
じ持
た
り
。
大
谷
の
講
師
に
任
じ
、声せ

い
め
い名

地ち
ぼ
う望
一
時
に
顕け

ん
か
く赫
た
り
。
予
が
同
友
中
最

も
顕あ

ら
われ

た
る
者
な
り
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
雲
華
は
、生
涯
に
わ
た
って
淡
窓
や
日
田

の
文
人
ら
と
交
流
を
持
ち
続
け
、嘉か

え
い永
３
年

（
1
8
5
0
）、78
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、上
野
銭
渕
町
に
あ
る「
石せ

き
じ
ん人
」は
筑

後
岩い

わ
と
や
ま

戸
山
古
墳
に
あ
っ
た
筑
紫
国く

に
の
み
や
つ
こ
い
わ
い

造
磐
井

の
遺
物
で
、雲
華
か
ら
隈
町
の
山
田
作
兵

衛
が
も
ら
い
受
け
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
左
の
漢
詩
は
、淡
窓
が
当
時
、鏡
坂
に

あ
った「
石
人
」に
つい
て
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

「
百ひ

ゃ
く
ふ夫

　
輿こ

し

を
致
す
此
の
高こ

う
げ
ん原

　
道い

ふ
　

是
に
磐ば

ん
こ
う侯

の
故こ

ぶ
つ物

存
す
と
　
煙え

ん
じ
ゅ樹

　
新
た

に
隣り

ん

す
行ぎ

ょ
う
こ
う幸

の
路
　
雲
華
　
曾か

つ
て
入
る

坐
禅
の
門
　
滄そ

う
そ
う
い
く
へ
ん

桑
幾
変
に
し
て
人
恙つ

つ
が

無
く
　

寵ち
ょ
う
じ
ょ
く
辱
　
多た

た
ん端
た
り
て
石い

し

言
わ
ず
　
詩
翁
　

能よ

く
古

い
に
し
へを

好
む
為
に
非
ず
　
千
年
　
誰
か

掃
ふ
舊き

ゅ
う
た
い苔
の
痕あ

と

」

【
漢
詩
の
解
説
】　

　
多
く
の
男
た
ち
が
運
ん
だ
こ
の
高
い
台
地

に
、筑
紫
の
国
造
磐
井
の
遺
物
が
在
る
と
い

う
。
靄も

や

に
か
す
ん
だ
樹
々
の
間
に
、景
行
天

皇
が
昔
行
幸
さ
れ
た
道
に
隣
接
し
、僧
の

雲
華
院
大
含
も
か
つ
て
修
業
し
た
座
禅
堂

の
そ
ば
で
あ
る
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
が

非
常
に
激
し
か
っ
た
の
に
、石
人
は
無
事
で

あ
り
、栄
辱
の
浮
き
沈
み
は
激
し
く
起
こ
っ

た
の
に
、石
人
は
も
の
も
言
わ
な
い
で
、よ

く
遺の

こ
って
き
た
も
の
で
あ
る
。
老
詩
人（
私
）

が
よ
く
古
物
を
好
む
た
め
に
言
う
の
で
は
な

い
が
、い
っ
た
い
誰
が
古
苔
の
痕
を
掃は

ら

って
大

事
に
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
　

◀
石
人
の
写
真（
日
田
市
銭
渕
町
）
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大好き図書館！

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

テーマは「この一冊に、ありがとう」
期間：10月25日㈫～11月6日㈰

開館時間やサービスの内容は状況によって
変更になる場合があります。詳細は、右記
二次元コードから確認、又は図書館にお問
い合わせください。

新刊情報
福を呼ぶ四季の習慣小さな日本の行事
開運、良縁成就、邪気払いなどに
本間美加子／著　主婦の友社

立春、入梅、中秋の名月、大晦日など、日
本の四季を彩る旧暦と二十四節気ゆかりの行事を、暮らし
の中で楽しんでみませんか。開運、良縁などを呼び、邪
気や病を祓い、家族や自分に福を招きます。どれも簡単で、
おいしいものを食べる行事もたくさんあり、ふだんの日々が
楽しく豊かになることでしょう。

秋の読書週間

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

今回の紹介者は、高倉英
えいじ

治さんです。

お
疲
れ
様

片手で拳を作って、もう片
方の腕をトントンと2回た
たきます。

「ご苦労様」や「疲れる」
「苦労する」などを表現し
ます。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

片手拳を鼻の前に置い
て、少し前に出します。「よ
ろしく」「良い」を表現し
ます。

動画も公開しています。
一緒にやってみましょう！

「お疲れ様」「よろしくお願いします」今月の手話⑦

※ 手話表現は、地域や年代で多少異なる場合があります。

拳を開き、頭を下げなが
ら手を前に出します。「お
願い」を表現します。

手 話 で 話 そ う

おいでよ！
おはなし会
□とき
　10月8日㈯
　午後3時～
　10月22日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

10 月の休館日（〇…休館日）

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 2930
23

31
24

トショカンクエストⅢ「カードバトル」
本を1冊借りるごとにスタンプ1個とし、スタンプ10個で
カードバトルに挑戦できます。バトルに勝てば、ガチャ
ガチャを回して景品をゲット！

◆

フォトコンテスト「私の好きな日田！」
利用者に日田のおすすめポイントを撮影してもらい、展示
します。利用者投票で1位に選ばれた人には、賞品が贈
られます。

◆

県内図書館利用促進企画
大分県内図書館のバリアフリー・ユニバーサルデザイン
をパネルに掲示して紹介します。

◆

いつまでも本をキレイに！
「愛読書ブックフィルム掛け＆マナーアップキャンペーン」
本の修繕技術を紹介するとともに、いつまでもきれいな
形で読めるブックフィルム掛けに挑戦してもらいます。

◆

図書リサイクル会
一般図書や雑誌を中心に、無料で希望者に配布します。

◆

※来館者の皆さんは、感染症対策をお願いします。
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10月生まれ

元気な日田っ子集まれ！
12月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。 
11月1日までにお申し込みください。 
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。 
申込方法 
▶はがき 
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送 
▶ホームページ 
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み 
▶携帯電話　右記の二次元コードから申込み 
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。

問〒８７７-８６０１（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

Happy
Birthday

友達追加→LINEの「友だち追加」から二次元コードを選
択し、カメラで上記二次元コードを読み取る。

妊娠中から子育ての記録、地域の情報まで家族皆さ
んでの子育てをサポート！

市からの情報発信ツールを使ってみませんか？
日田市子育て支援アプリ

ひたんこナビ
日田市公式LINE

友だち募集中！

中村仁
よしや

哉ちゃん
（１歳・中津江村栃野）

金古七
ななか

楓ちゃん
（１歳・高瀬本町）

髙倉 凪
なぎ

ちゃん
（１歳・亀川町）

森 菜
な な せ

々星ちゃん
（１歳・清岸寺町）

梅木湊
みなと

斗ちゃん
（１歳・玉川町）

伊藤琳
りんたろう

太郎ちゃん
（１歳・中央1丁目）

坂本俐
り つ

継ちゃん
（１歳・日ノ出町）

谷幡奏
かなと

斗ちゃん
（2歳・南友田町）

江嶋 糸
いと

ちゃん
（１歳・城町1丁目）

村上波
は る

瑠ちゃん
（１歳・財津町）

井上茉
ま ゆ

優ちゃん
（2歳・上手町）

宮川未
みらい

来ちゃん
（3歳・上城内町）

多久昌
まさと

杜ちゃん
（2歳・天神町）
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♣★チャレンジキッズ（クイズに挑戦！）　
　15日㈯　11：00～12：00
♥★わくわく制作（ハロウィン制作）
　１８日㈫・２０日㈭　10:30～11:30
•おもちゃ病院
　19日㈬　10：00～15：00
♥★ベビーマッサージ教室　
　19日㈬　10：30～11:30
★子育てウン知育教室
   （ヤクルト出前講演会）　
　21日㈮　10：30～12:00

♥…乳幼児対象

•お話し会
　♥6日㈭　10:30～11:00
　♣12日㈬　15:30～16:00
•ハロウィン制作
　♥20日㈭　
　　10:30～11:30
　♣22日㈯
　　10:30～11:30
♥お絵かき　
　27日㈭　10:30～11:00

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館 
☎�２９０１ ℻�２９０１

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

丸の内子育て支援センター
☎㉓１８９０　℻㉘５１５５

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

チャイルドプラザ 
☎㉕５３００ ℻㉕５３０１

子育てを応援します！
児童館・支援施設10月の主な催し
児童館の利用には、年１回登録申請書を提出してください。
松原児童館（☎�２９２２）は、毎週土曜日のみ開館してい
ます。

新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変
更する場合があります。詳細は市ホームページ

（右記二次元コード）から確認してください。

♣…小学生対象★…事前予約必要

♥おしゃべり広場　
　5日㈬　10:30～11:30
•ハロウィン制作
　♣15日㈯　10:30～11:30
　♥19日㈬
　　10:30～11:30
♣芋ほり
　２２日㈯　１０：３０～11:30

★アロマ教室　ラベンダークリーム作り
　13日㈭　10：30～11：30
★わらべうたあそび
　17日㈪　10：30～11：30
★おひるねアート
　20日㈭　10：00～11：30
★リトミック
　25日㈫　11：30～12：00

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

中央児童館 
☎㉗６４０６ ℻㉗６４１６

★イクメンサタディ
　15日㈯　10：30～12：00　※雨天中止、限定10世帯。
★カラーパーティ初級
　17日㈪　10：00～11：30　※限定5世帯。
★ハロウィン誕生会
　31日 ㈪ 　11：00～11：30
※限定5世帯。
※10月生まれの人優先。
※新型コロナウイルス感染症の 
　影響によって、Zoomに変更 
　又は中止する場合があります。

★カラーセラピー
　12日㈬　10：00～12：00
★アートの日
　１７日㈪・１８日㈫　１０：００～１１：３０
★ご褒美♡リラクゼーション
　25日㈫　10：30～12：00　
★お誕生会
　27日㈭　10：00～11：３0

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

天瀬児童館 
☎�８９２２ ℻�８９２２

ひのくま子育て支援センター
☎㉒７５６５ ℻㉒７５６５

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

■世帯数
　27,553世帯 

■人■人口　口　6622,,329329人人
　　（前月比（前月比--7878人）人）
・・男　男　2929,,674674人人
・・女　女　3232,,655655人人

日日田市の人口田市の人口（（令和令和４４年年88月月3131日現在）日現在）
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今
年
の
夏
も
、酷
暑
と
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
苛さ

い
なま
れ
た
生
活

を
送
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、よ
う
や
く
秋
を
感
じ
る
爽
や

か
な
日
々
と
な
り
、屋
外
に
出
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

熱
中
症
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
、屋
内
に
留

ま
る
こ
と
の
暮
ら
し
か
ら
少
し
解
放
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、最
近
で
は
全
国
的
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー

ム
が
巻
き
起
こ
って
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、観
光
交
流
と
言

え
ば
、祭
り
や
イ
ベン
ト
、名
所
旧
跡
巡
り
な
ど
が
主
流
で
し

た
が
、最
近
は
、家
族
や
仲
間
た
ち
と
自
然
の
中
で
レ
ジ
ャ
ー

や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
と
いった
活
動
や
イ
ベン
ト
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
日
田
市
で
も
、キ
ャ
ン
プ
や
カ
ヌ
ー
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、サ
イ

ク
リ
ン
グ
な
ど
、市
民
を
は
じ
め
、県
内
外
か
ら
多
く
の
人
た

ち
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、

最
近
よ
く
目
に
す
る
の
が
、「
S
U
P（
サ
ッ
プ
）」と
呼
ば
れ
る
、

新
し
い
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
の
よ
う
な

ボ
ー
ド
の
上
に
立
ち
、１
本
の
パ
ド
ル（
櫂か
い

）を
漕
い
で
水
面
を

進
ん
で
い
く
も
の
で
、初
心
者
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
の

風
景
は
、穏
や
か
な
三
隈
川
に
映
え
、身
近
に
川
の
豊
か
さ
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、８
月
28
日
に
は
３
年
ぶ
り
に「
第
９
回
奥
日
田
椿
ヶ
鼻

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、大
山

町
か
ら
前
津
江
町
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
を
一
気
に
駆

け
登
る
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
。
参
加
者
は
県
内
外
の
愛
好
者

か
ら
プ
ロ
チ
ー
ム
ま
で
３
０
０
人
を
超
え
、現
在
の
自
転
車
人

気
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
来
年
秋
に
は
、国
際
的
な
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
あ
る「
ツ
ー

ル
・
ド
・
九
州
２
０
２
３
」が
福
岡
、熊
本
、大
分
の
３
県
で
開

催
さ
れ
、大
分
県
で
は
、日
田
駅
と
上
津
江
町
の
オ
ー
ト
ポ
リ

ス
を
結
ぶ
コ
ー
ス
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、人
々
の
人
生

の
楽
し
み
方
も
多
様
性
に
富
ん
で
き
ま
し
た
。
運
動
に
適
し

た
こ
の
季
節
、自
粛
し
て
い
た
暮
ら
し
か
ら
少
し
外
に
出
て
体

を
動
か
し
、気
力
・
体
力
の
回
復
に
努
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽

し
い
秋
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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＜応用講座＞
マイナンバーカード
でもっと便利に！
マイナポイントの申
込みやマイナポータ
ルの活用方法等が
学べる応用講座を
11月以降に開催し
ます。

＜入門講座＞
初めてスマートフォンを使う人を対象に、市内の各公民館で開催しています。講座
の内容は公民館ごとに異なりますので、詳細は最寄りの公民館にお尋ねください（一
部有料）。
＜基＜基本講座本講座＞＞
▶対象　スマートフォンに興味のある人、操作に不安のある人で２回の講座に参 
　　　　加できる人
▶講座内容　①LINEの使い方、地図アプリの使い方　②電子申請の使い方
▶とき・ところ

▶募集数　各会場10人（先着順）
▶参加費　無料
▶ 申込方法　ドコモショップに電話（☎０１２０-６８１-168）又は電子
　　　　　   申請（右記二次元コード）

会場 第 1 回 第 2 回
三花公民館 10月19日㈬ 午前10時～正午 10月26日㈬ 午前10時～11時

天瀬公民館 11月１日㈫ 
午後１時30分～３時30分

11月２日㈬ 
午後１時30分～２時30分

前津江公民館 11月４日㈮  午前10時～正午 11月７日㈪   午前10時～11時

中津江公民館 11月８日㈫ 
午後１時30分～３時30分

11月９日㈬ 
午後１時30分～２時30分

高瀬公民館 11月15日㈫ 午前10時～正午 11月16日㈬ 午前11時～正午
東有田公民館 12月６日㈫  午前10時～正午 12月７日㈬  午前10時～11時

　10月2日、3日は「デジタルの日」です。各種手続のオンライン化やキャッシュレ
ス決済、ネットショッピングの普及など、身近なことがデジタル技術によって便利になっ
ています。
　その一方で、日常生活のあらゆる場面でデジタル化が進むことに不安を感じて
いる人もいるのではないでしょうか。この「デジタルの日」をきっかけに、まずはスマー
トフォンを使って便利なデジタル技術を体験してみませんか。誰でも楽しく学べる、
スマホ教室を開催しますので、お気軽にご参加ください。

　10月2日、3日は「デジタルの日」です。各種手続のオンライン化やキャッシュレ
ス決済、ネットショッピングの普及など、身近なことがデジタル技術によって便利になっ
ています。
　その一方で、日常生活のあらゆる場面でデジタル化が進むことに不安を感じて
いる人もいるのではないでしょうか。この「デジタルの日」をきっかけに、まずはスマー
トフォンを使って便利なデジタル技術を体験してみませんか。誰でも楽しく学べる、
スマホ教室を開催しますので、お気軽にご参加ください。

▲詳細はこちら
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